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上野国分寺の周りには、大きな古墳群(保渡田古墳群• 

総社古墳群)や豪族の館の跡(三ツ寺I遺跡•北谷遺跡) 

など、古墳時代の重要な遺跡のほか、古代の国の役所 

(上野国府)や大きな寺社(山王廃寺跡•総社神社)があ 

ります。この地域は古墳時代以来、上野国の政治•文化 

の中心地でした。

保渡田古墳群や総社古墳群、山王廃寺跡のことは、かみ 

つけの里博物館(高崎市)や総社歴史資料館(前橋市)で詳 

しく知ることができます。

群馬県公式You TubeチヤンネルFTsulunos (ツルノス)」で上野国分寺跡の紹介もしています。 

Q Rコードか5ぜひご覧ください。

「群馬の文化財2史跡上野国分寺跡一ぐんまの華を見に行こう一」

URL: https://www.youtube.com/watch?v=tN0o1 tZ6YWE Q R □— K
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上野国分寺跡は前橋市と高崎市の間にある、お寺の遺跡です。今から約 

1,300年前の奈良時代、病気の流行などの大きな災いが、多くの人を苦しめ 

ました。聖武天皇は仏様に人々を守ってもらうために各国(今の県のような 

もの)に国分寺を建てさせました。

国分寺には七 重 塔や金堂、講堂などが建てられ、周りは築垣で囲まれて 

いました。七重塔は約6 0mの高さ(だいたいビル15階分)があったよう 

です。立派な建物がある国分寺は「国の華」であり、聖武天皇は国分寺を 

末永く大切にし、仏様にお祈りするよう人々に命じました。

※奈良時代、今の群馬県は「上野国」と呼ばれていました。 

※国分寺のすぐ近くには、女性のお坊さん(后)が住35お寺(国分尼寺)も建てられました。

史跡上野国分寺跡

歴史を知る上で重要な遺跡を「史跡」と 

いいます。上野国分寺跡は、大正15年に 

国の史跡として指定されました。

お坊さんがお経を読むための 

建物。

お坊さんが住んでいた建物。

20人ぐらい住んでいました。

国分寺で一番大事なお経が

入れ5れていた建物。

鐘をつ く ための建物。

土でつくられた塀。

https://www.youtube.com/watch%3Fv%3DtN0o1


个復元される前の状態

築垣の断面イメージ

个復元された基壇

金堂として復元された講堂0基埋
8個の礎石が残っていました。最初は金堂だ 

と思われていましたが、本当の金堂(ポイント

移ん热％ん

建て替えられていた南大H
国分寺の正面の出入□です。発掘調査 

によって、一度建て替えられたことがわ 

かりました。

新しく発見された金堂0邦
建物が沈まないようにするために、建てる場 

所を一度掘った後、新しい土を詰めて堅くなる 

ように叩いていたことがわかりました。

金堂の南側では周囲を取り囲む回廊と出入

□の中門も見つかりました。

1,300年前0方法で復元された築垣

木の棒を使い、土を突き固めて造りました_工法)。 

築垣を近くで見ると、突き固めた跡が縞状にあること 

がわかります。1m2あたり4 tの重さがあります。

移侈U*うう きだん

復元された七重塔の基壇

七重塔の基礎部分です。建物の中心の柱を支える石 

(心礎)とその他の柱の土台となる石(礎石)を見ること 

ができます。基壇の外側の石には群馬県でよ く 取れる 

安山岩が使われています。

5)が発見さ 

れたことで、 

講堂跡であ 

ることがわ 

かりました。

黄色い破線の内側が掘り込まれた跡


